
  

復旧のための耕耘作業 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

   水処理設備、仮囲いや鉄板等の仮設資材の撤去は既に終了し、以前の状

態に復旧するため、土壌の耕耘（こううん）・整地作業を実施中です。 

今後、機器搬入の都合で撤去させていただいた塀の復旧、その他周辺整

備作業を実施し、１０月中には全ての作業を完了する予定でおります。 

残りの作業についても、安全対策、環境対策に万全を講じて進めてまい

りますので、引き続き御協力の程宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

揚水調査に伴う汚染地下水処理プラント等の解体・撤去について 

神栖市における有機ヒ素汚染源

調査等についてのお知らせ 
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土壌詰め替え装置。中央奥の漏斗の中に汚染土壌を移し、ベルトコンベ

アから流れてくる土壌を密閉容器に充てんする。 

 

 

9 月 25日より本格的に汚染土壌の詰め替え作業を開始いたしました。 

   汚染土壌を詰め込んだ密閉容器は、鹿島臨海工業地帯内の新規保管テン

トに移動させるまで現在のテントで保管します。 

掘削テント内並びに作業用地内は作業環境を連続で監視し、周辺地域での

環境汚染が発生しないように管理しております。    

   詰め替え作業が本格的になり、掘削テントと保管テントとの間の運搬に伴う

往来が多くなりますが、引き続き御協力の程宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掘削現場での汚染土壌等の詰め替え作業について 

お問い合せ・御質問は下記の窓口へ御連絡下さい。 

鴻池組現場事務所    0299-92-0862 

クボタ現場事務所    090-4752-5858 

環境省環境リスク評価室 03-5521-8262  (http://www.env.go.jp) 

茨城県環境対策課    029-301-2966  (http://www.pref.ibaraki.jp) 

神栖市環境課      0299-90-1146 (http://www.city.kamisu.ibaraki.jp) 


